
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JRFUTY No.5 

 
Japan Freight Railway Union Tohoku Young 

November 18,2025 
Publisher T.Ōkubo 

〇場所 

東北支社会議室 

〇参加者 

会社：後藤総務部長、高橋勤労担当 

組合：竹花委員長、阿部青年部長、袖子田副青年部長、大久保事務長 

組合の主張 
・阿部青年部長が要請書を読み上げ、後藤総務部長へ手渡した。 

・運転士のみならず他の系統の職場でも要員が潤沢でなく、不足している。要請書

にも記したが、そんな状況でも輸送障害は発生しており、組合員は献身的に対応

している。退職者も少ないとはいえない状況であり、今後の JR貨物のためにも、

今こそ満額回答をされたい。 

・運転士の養成を今後も継続されたい。特に希望者には積極的に周知し、受ける機

会を届けていただきたい。 

・貨物指令員として、収入動向がわかる。東北支社が全国で唯一、計画値を上回っ

ている。貨物指令員は超勤ありきでの業務の遂行が常態化している。今こそ満額

回答で還元されたい。 

・貨物指令員は、貨物列車をいかにして安定的かつ効率的に走らせるかを判断し、

現場や旅客会社などとつなぐ役割が多い。言うまでもなく、司令塔のようなもの

である。先ほど超勤ありきで業務をまわしているとの話が出たが、寝不足で業務

を続ければ、業務において正常な判断ができず、影響が出ることも考えられる。

さらに、思わぬ労働災害も起きるかもしれない。貨物指令員も組合員である。こ

の労苦に対し、今こそ満額回答を。 

・盛岡総合鉄道部では９月末で青年部員２名が退職し、以前から引き続いて、３名

の欠員となっている。今後の要員補充の計画は立っているのか。また、補充され

た人が退職となった場合どうなるのか。インフルエンザがすでに流行しているが、

それらにより勤務が回らなくなった場合の対策はあるのか。 


